
資料２

令 和 ８ 年 1 0 月 2 6 日

全国健康保険協会福島支部

支部戦略プラン(支部健康づくり戦略)
の策定について
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2026年２月～：プロジェクトチーム（ＰＴ）による議論開始

１．「中期戦略プラン」これまでの経緯

「中期戦略プラン」これまでの経緯

2026年10月：中期戦略プラン（素案）  参考資料2-1

2025年４月～：本部における議論開始 （2030年代を見据えた取組方針等）

2025年11月～12月：各支部における議論 （全員参加型議論を実施）                       

• 協会は2008年10月の設立以来、保険者としての機能を強化し、その機能を十分に発揮していくため、中期的

な視点で３年を１期とする「保険者機能強化アクションプラン」を策定し、様々な取組を推進してきた。

• 2040年の社会環境の変化を見据え、協会けんぽが戦略的に取り組む計画であることを明確にするため、これま

での「保険者機能強化アクションプラン」を「中期戦略プラン」として発展させる。

2027年度～2029年度2018年度～2026年度2008年度～2017年度

保険者機能強化
アクションプラン

第１期～第３期

保険者機能強化
アクションプラン

第４期～第６期

保険者機能強化
アクションプランから
「中期戦略プラン」へ
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１．「中期戦略プラン」これまでの経緯

中期戦略プランのイメージ 《2027～2029年度》

重点戦略 施策（例）

健康づくり戦略
健診・保健指導及び事業所とのコラボヘルス、ヘルスリテ
ラシーの向上等を通じ、加入者の健康の保持・増進及び重
症化予防を図る。

健診 / 保健指導 / 重症化予防 / 健康経営※の普及（コラボヘルス） / ヘルスリテラ
シーの向上 /行政、保険者、健診機関、経営者等のステークホルダーとの強固な連携 
/医療費適正化の推進（適正受診、薬の適正使用）

※「健康経営」はNPO法人健康経営研究会の登録商標です。

コミュニケーション
戦略

加入者・事業主に対して協会及び協会の事業に関する認
知度の向上を図るとともに、事業協力への基礎となる共
感形成に取り組む。また、積極的な協働を働きかける。

広報活動の強化/けんぽアプリによる加入者とのコミュニケーション強化 / 健康保険
委員・事業主との連携強化 / 関係機関・団体とのネットワーク連携強化

業務改革・DX戦略
デジタル技術を最大限に活用し、業務プロセスの抜本的
な変革及びサービス水準の高度化を図る。

業務プ□セスの標準化・効率化の推進 /サービス水準の向上（相談体制の強化等） /
データ活用の高度化・データ分析基盤強化

中長期財政戦略
中長期視点に基づき、安定かつ持続可能な財政運営を実
施する。将来のリスクを予見し、適正な保険料率設定と安
定的な財政基盤の構築に努める

適正な保険料率の設定 / 準備金の在り方 ・長期運用の検討

組織・人材戦略

戦略の確実な実現のため、全職員が戦略策定の議論に参
画する。また、戦略的な人材育成を行い、最適な人員配置
等を構築する。併せて、リスク管理を確実に行うことで事
業の継続性を確保し、加入者の信頼を確かなものにする。

本部・支部間のビジョン共有と浸透 / 全員が活躍できる職場環境づくりの構築 /
戦略的な人員配置・人材確保/ 人材育成の強化 / リスク管理及びコンプライアンスの
徹底

協会けんぽの理念である「加入者の皆様の健康増進を図るとともに、良質かつ効率的な医療が享受できるようにし、もって加入者及び事業主の皆様の

利益の実現を図る」を掲げる。
基本理念

基本方針 2040年を迎えても、協会けんぽが理念に基づき責任ある保険者運営を継続的に実施できること。特に、2035年までを計画期間としている健康増進法

に基づく「健康日本21（第三次）」を意識した取組を実施できること。このため、2030年代までに４つの視点（「ネットワークと標準化」、「サービスを個別化

」、「仕事は考えるもの」、「リレーションの資産化」）により取組を行うことを浸透させる。また、支部の自律的運営を促進する環境を整えるとともに、支部に

おける関係機関との連携強化を支援する。

議論の進め方 2030年代前半を見据え、協会が今後どのような姿勢で、社会のために活動を行っていくか、組織の持続可能性を高めていくかについて、引き続き
本部・支部で議論を行う。

戦略フレームワーク

※支部の健康課題に対する自律的な運営を推進するため、各支部は各支部の地域の健康課題や特性を把握したうえで、中期戦略プランを指針とし、新たに「支部戦略プラン」を策定する。
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２．支部戦略プラン・支部事業計画について

◼ 支部戦略プランは、「支部健康づくり戦略」を基軸とし、これを支える「コミュニケーション戦略」、
「業務改革・ＤＸ戦略」、「中長期財政戦略」、「組織・人材戦略」の５つの戦略から構成し、
中期戦略プラン（2027～2029（令和９～11）年度）をベースに、各支部の地域特性や健康課題を反映させ
た３年間の計画です。

◼ 支部事業計画は、中期戦略プランの５つの重点戦略に基づく事業に加え、それ以外に定常的に実施する
事業から構成し、評議会での議論を通じて効果検証と柔軟な見直しを図ります。

支部健康
づくり戦略

コミュニケー
ション戦略

業務改革・
DX戦略

中長期財政戦略 組織・人材戦略

支部戦略プラン
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３．支部戦略プランの策定手順

ＳＴＥＰ①
現状課題の整理

ＳＴＥＰ②
取組の方向性の検討

ＳＴＥＰ③
３年間の主な取組の

策定

ＳＴＥＰ④
支部戦略プランを踏
まえた取組の具体化

ＳＴＥＰ①：現状課題の整理

ＳＴＥＰ②：取組の方向性の検討

ＳＴＥＰ③：３年間の主な取組の策定

ＳＴＥＰ④：支部戦略プランを踏まえた取組の具体化

◼ 中期戦略プランの全体方針や重点取組を確認します。
◼ 自支部の課題を踏まえて、取組の方向性を検討します。

◼ 中期戦略プランに掲げた取組項目に対応した支部の取組を検討します。
◼ ＳＴＥＰ②の課題を踏まえて、取組の具体化を行います。なお、中期戦略プランに掲げた取組項目に加え、支部

の地域特性に応じて取り組む項目を追加することも可能です。

◼ 支部戦略プランの取組を「令和９年度支部事業計画」の取組に具体化します。

◼ 各戦略における支部の課題や業務を進めるにあたってのボトルネックを抽出・整理します。

各戦略の具体化は以下の４ステップに沿って進めます。
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４．支部戦略プランの構成と本文案

◼ 支部戦略プランは、「支部戦略目標」、各戦略での「戦略概要」、「３年間の主な取組」から構成されます。

◼ 中期戦略プランの取組項目（赤字部分）を全て盛り込んだ上※で、地域特性に応じて取り組む内容を追加す
ることも可能です。※「インセンティブ制度の見直し」、「最新のデジタル技術を活用したシステムの導入」は除く

●●支部戦略プラン

本プランは、全国健康保険協会の中期戦略プランに基づき、●●支部
（以下「当支部」という。）の取組の方針をとりまとめたものです。

１．支部戦略プランの定義と構成
（１）支部戦略プランの定義
支部戦略プランは、中期戦略プランに基づき、●●支部の地域特性や
健康課題を踏まえて策定する３年間（2027（令和９）年度～2029（令
和11）年度）の計画です。

（２）支部戦略プランの構成
本プランでは、中期戦略プランの５つの重点戦略に基づき重点的に実
施する取組について、「支部戦略目標」、「戦略概要」、「３年間の
主な取組」を定めます。
本プランの取組は毎年度の「支部事業計画」へ落とし込んで着実に実
行し、評議会での議論を通じて、事業の効果検証を行うとともに柔軟
に見直しを図ります。

２．支部戦略目標
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

３．重点戦略
（１）健康づくり戦略
Ⅰ）戦略の概要
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

Ⅱ）３年間の主な取組
《健康の保持・増進》
[個人の特性に応じた支援]
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
[健康経営の推進]
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
[健診の拡充]
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
[特定保健指導の量・質の向上]
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
[重症化予防の拡充]
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
[ヘルスリデラシーの向上]
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
《良質かつ効率的な医療の推進》
[医療費の適正化]
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

（中期戦略プラン本文案）
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（２）コミュニケーション戦略
Ⅰ）戦略の概要
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

Ⅱ）３年間の主な取組
[協会や協会の取組への理解や関心の向上]
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
[加入者との情報共有]
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
[事業主等との情報共有]
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
[関係機関・団体との連携強化]
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
[国際化の推進]
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

（３）業務改革・DX戦略
Ⅰ）戦略の概要
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

Ⅱ）３年間の主な取組
[業務の標準化・効率化]
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
[サービス水準の向上]
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
[けんぽアプリを通じたけんぽDXの実現]
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
[データ分析・利活用]
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

（４）中長期財政戦略
Ⅰ）戦略の概要
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

Ⅱ）３年間の主な取組
[適正な保険料率の設定]
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
[準備金等のあり方]
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

（５）組織・人材戦略
Ⅰ）戦略の概要
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

Ⅱ）３年間の主な取組
[本部・支部間のビジョン共有]
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
[人材確保・人材育成]
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
[多様な人材が活躍できる組織づくり]
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
[コンプライアンスの徹底・リスク管理の高度化]
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

４．支部戦略プランの構成と本文案
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５．支部事業計画策定の方向性

令和９年度支部事業計画は以下の点を踏まえ策定します。

① 「支部戦略プラン」、「令和９年度本部事業計画」を踏まえ策定します。

② 中期戦略プランで掲げる５つの重点戦略で章立てします。

③ ５つの重点戦略に基づく事業に加え、それ以外に定常的に実施する事業を記載します。

④ 「当年度の取組の達成状況や達成内容、成果を適正に評価するための事業評価指標」のほか

「計画期間中の進捗や課題を継続的に把握し、取組の見直しの判断を柔軟に行うためのモニタリン

グ項目」を定めます。

中期戦略プラン
2027(R9)年度～2029(R11)年度

協会の進むべき方向性を示す上位計画であり、2040（令和22）年を見通し、今後３
年間で重点的に実施する取組をまとめた中期計画。

中期戦略プランを踏まえつつ、地域・職域の健康課題への取組や都道府県健康増進
計画等に基づく取組等、「地域特性」を反映させた中期計画。

支部戦略プラン
2027(R9)年度～2029(R11)年度

本部事業計画 支部事業計画

協
会

国

反映

支
部

都
道
府
県

反映

中期戦略プランの３年間の取組を単年度（１年ごと）に具体化した計画。協会の取
組を網羅しており、中期戦略プランを踏まえて重点的に実施する取組と定常的に実
施する取組で構成される。

本部事業計画を踏まえつつ、地域・職域の健康課題への取組や都道府県健康増進計
画等に基づく取組等、「地域特性」を反映させた単年度の計画。

単年度事業計画に反映

地域特性
の反映

地域特性
の反映

単年度事業計画に反映

事業運営に関する４つの視点

第４期医療費適正化計画

健康日本21（第３次）

第８次医療計画

地域医療構想

第３期データヘルス計画

都道府県医療費適正化計画

都道府県健康増進計画

都道府県医療計画

都道府県地域医療構想
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６．支部事業計画のイメージについて

【令和９年度支部事業計画（イメージ）】

１．令和９年度における事業運営の基本方針

２．重点戦略に関連する主な取組

（１）健康づくり戦略

Ⅰ）個人の特性に応じた支援

・【重点】□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□。

・□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□。

・□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□。

【重要度：高】

  □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□。

【困難度：高】

  □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□。

事業評価指標①：□□□□□□□の割合＿00％

モニタリング項目①：□□□□□□□の割合

モニタリング項目②：□□□□□□□の割合

Ⅱ）健康経営の推進

Ⅲ）健診の拡充

Ⅳ）特定保健指導の量・質の向上

Ⅴ）重症化予防の拡充

Ⅵ）ヘルスリテラシーの向上

Ⅶ）医療提供体制の確保・充実に向けた取組

Ⅷ）医療費の適正化

Ⅸ）インセンティブ制度の見直し

（２）コミュニケーション戦略

Ⅰ）協会や協会の取組への理解や関心の向上

Ⅱ）加入者との情報共有

Ⅲ）事業主等との情報共有

Ⅳ）関係機関・団体との連携強化

Ⅴ）国際化の推進

（３）業務改革・DX戦略

 Ⅰ）業務の標準化・効率化

Ⅱ）サービス水準の向上

Ⅲ）けんぽアプリを通じたけんぽDXの実現

Ⅳ）最新のデジタル技術を利用したシステムの導入

Ⅴ）データ分析・利活用

（４）中長期財政戦略

Ⅰ）適正な保険料率の設定

Ⅱ）準備金等のあり方

（５）組織・人材戦略

Ⅰ）本部・支部間のビジョン共有

Ⅱ）人材確保・人材育成

Ⅲ）多様な人材が活躍できる組織づくり

Ⅳ）コンプライアンスの徹底・リスク管理の高度化
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（参考）事業計画のフォローアップを通じた中期戦略プランの実効性の確保

出典元 2026年9月18日 第144回全国健康保険協会運営委員会 資料2-1

2027（令和９）年度 2028（令和10）年度 2029（令和11）年度 2030

中期戦略プラン

事業計画

事業報告

業績評価検討会
（厚生労働省）

具体化した取組 具体化した取組

● 事業計画において中期戦略プランの重点戦略を具体化した取組には、「「戦略目標」の達成に向けた取組の拡大・推

進（①）」と「社会環境の変化に柔軟に対応した取組の推敲・継続（②）」が求められる。

● このため、事業計画には「当年度の取組の達成状況や達成内容、成果を適正に評価するための事業評価指標（①）」

と、「計画期間中の進捗や課題を継続的に把握し、取組の見直しの判断を柔軟に行うためのモニタリング項目（②）」

を定める。

● また、具体化した取組は、毎年度の事業報告において達成状況や達成内容、成果を検証し、運営委員会の議論を通じ

て「戦略目標」の達成に向けて柔軟に見直しを図る。

● 協会は、上記を通じて様々な視点から取組の推進・推敲を図り、中期戦略プランの実効性を確保する。

５つの重点戦略における戦略目標の達成に向けて重点的に実施する取組

具体化した取組

R9年度事業計画（上期）
の達成状況・達成内容等

を検証（※）

CHECK

事業報告書の内容を
中心とした第三者評価（※）

CHECK

R9年度事業計画の達成
状況・達成内容等を検証

(事業報告書)（※）

CHECK

DODO

ACTION

ACTION

事業評価指標 モニタリング項目 DO 事業評価指標 モニタリング項目事業評価指標 モニタリング項目

R11年度事業計画に
検証・評価結果を反映

R10年度事業計画に
検証結果を反映

PLAN PLAN PLAN

(※）R10年度事業計画以降の検証も
同様の取扱により実施する
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